
協議事項２

釧路圏域内看護師の就業及び
養成校の状況
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資料2-3

企画係 庄司



医療従事者等の確保に向けた取組
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現状・課題

医師不足

看護職員等不足

地域医療体制の維持困難

病床の休止・減少

医療制度改革に伴う
新たなニーズに対応不可



本日の流れ

・直近（２０２４年度）の管内状況

・R7.8.29開催：看護専門学校連絡会議の開催結果

意見交換

報告
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（参照元）北海道第８次北海道看護職員需要推計 （医療圏別・施設別の試算－参考値） 【常勤換算】より抜粋
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平成３０年度の供給に対する令和７年度看護師需給（推計）の状況 単位：（倍）

Ａ一般病床及び療養病床

Ｂ精神病床（病院・有償診療所）

C 無床診療所 Ｄ 訪問看護事業所 Ｅ 介護保険サービス Ｆ社会福祉施設

一般病床・精神病床（Ａ）
をのぞき、全道・管内とも
に倍率は高い。特に訪問
看護事業所が２倍以上と
なっている。
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HOKKAIDO GOVERNMENT

高校卒業者に占める看護養成校入学者割合の推移
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出典：令和6年度（2024年度）看護師等学校養成所の状況（北海道保健福祉部）
※道外からの入学者を含む
※道外への進学者は含まない
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・進学者の減少

・約半数（４５％）が流出
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管内高校卒業後
道内看護師養成校進学者の地域別入学先
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・入学者はＲ６に３分の２

・７割以上管内出身者が
占める。
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管内養成校 入学者の傾向（人）
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・３０年度と概ね変わらない。
・管内養成校就業者は
卒業生の８割程度

釧路・根室管内就業者数の推移（人）
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9

就業者の養成校所在地別内訳



結果
需要推計では３０年度ベースでも供給不足＝現在も供給不足

傾向

・（看護師養成校への進学割合は変わらない）、学生数が減少

・管内看護師養成校進学者のうち約半数（４５％）が管外へ

・就業者の７割は管内卒業生。３割は道央・オホーツク圏

自給率７０％の当管内においては学生減少が

これからの就業者数に影響
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今後

３分の２程度まで入学者が減少した

令和６年度入学者が卒業するのは３年後。

令和８年度以降に就業者不足がさらに加速することが見込まれる。

圏域の課題として看護師不足に

よりいっそうの危機感をもつ必要がある。
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R7.8.26 専門学校連絡会議より（取組）

・様々な普及啓発（ＳＮＳ、学校案内、オープンキャンパス、ＦＭラジオ）

・学校案内の地域、対象者を拡充し、小学生～社会人まで間口を広げる。

・医療機関と連携した取組等、横断的な活動

・職業体験等の地域へのＰＲ活動
（釧路イオンでのキッズフェスタでは３００人超が来場）
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養成校側の課題

・釧路市医師会看護学校の閉校に伴う管内養成校定員の縮小

・教職員不足（定員割れ、人材派遣会社の利用）

・在学生の学力低下（国家試験合格までのサポートが困難）

・母性・小児科の実習先の確保困難
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その他意見・要望

・就職後の離職防止の取組

市立看護学院（卒業生の９割が市立病院へ）

「ちょこっと応援隊」としてリアリティショックのストレス軽減のため卒業生のヒアリング

・離職者の傾向について

①完全に看護師から離れる。

②一定期間（３年程度）勤務後管外へ就職する。

上記についても一定数存在するのではないか。
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